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平成３１年度 子ども未来部予算（一般会計）の概要

＜政策体系＞～第６次総合計画より～

基本目標 心豊かな人を育むまち
◆ 政策 子どもと子育てを支える環境づくり
【めざす姿】
子どもを安心して産み、楽しく育て子どもが健やかに成長できる環境づくりが進んでいます。

◆ 政策 学校教育の充実
【めざす姿】
学校・家庭・地域が一体となった学校教育の充実により、整った環境の中で、確かな学力と豊かな心をもった人材が育まれています。

＜予算概要＞

平成３１年度当初予算額
子ども未来部総額 18,875,471千円

（一般会計に占める子ども未来部予算の割合 15.06％）

うち ３款 民生費 16,476,263千円（構成比 87.3％）
４款 衛生費 421,799千円（構成比 2.2％）
８款 土木費 149千円（構成比 0.0％）

１１款 教育費 1,977,260千円（構成比 10.5％）

※ 前年度当初予算額との比較 565,150千円（＋ 3.1％）
（平成３０年度当初予算額 18,310,321千円）



平成31年度 子ども未来部の主な取り組みの概要について

各計画の総仕上げ
●新させぼっ子未来プラン（～平成31年度）
●第６次佐世保市総合計画（～平成31年度）
●佐世保市まち・ひと・しごと創生総合戦略（～平成31年度）

幼児教育・保育の無償化

●私立保育所・幼稚園等運営費 【拡充】
●私立幼稚園就園奨励費補助金（国）【拡充】 等

●幼児教育・保育無償化対応事業 【新規】

子ども・子育て新時代へ向けた展開
●次期新させぼっ子未来プラン（仮称）（平成32年度～）
●次期佐世保市総合計画（平成32年度～）

・3歳～5歳のすべての子どもの保育料を無償化
・0～2歳児の保育料については、住民税非課税世帯を対象に無償化

・認可外保育施設の保育料や一時預かりの利用料等について、無償化に伴う補助
（償還払い）の実施及びシステム改修

地方創生への取り組み
●中央公園屋内遊び場整備事業 【新規】 ・屋内遊び場整備の業者公募・選定に係る事務経費

●子ども・子育て支援モデル都市化プロジェクト推進事業 【継続】 ・イクボス推進の企業等への展開、子ども・子育て支援専用ホームページの運営経費

次期プランの策定
●させぼっ子未来プラン策定事業 【継続】 ・平成32年度を始期とする次期新させぼっ子未来プラン（仮称）の策定

保育環境の充実
●医療的ケア児保育支援モデル事業の実施 【新規】 ・日常生活を営むために医療を要する状態にある子どもが、保育所の利用を希望する

場合に、受け入れる態勢を整備するモデル研究

●黒島地区保育事業への支援 【拡充】 ・保育人材確保に係る研修受講旅費等の補助

（離島地域における幼児教育・保育の質の向上）

●保育所施設整備事業、認定こども園施設整備事業 【拡充】 ・待機児童解消に資する施設整備、ブロック塀安全対策

●病児保育事業 【拡充】 ・北部地域への新規開設に対する補助（病児保育室4か所→5か所）

●児童クラブ事業 【拡充】 ・新規開設分に対する委託料（児童クラブ68か所→73か所）



● 無償化の主な制度改正概要（平成31年10月1日から実施）

①幼稚園・保育所・認定こども園等の保育料を無償化

②食材料費（主食費・副食費）の徴収方法を変更

③幼稚園の預かり保育・認可外保育施設等の利用料を無償化

●幼稚園・保育所・認定こども園等を利用する3歳～5歳の全ての子どもの保育料を無償化

※新制度の対象とならない幼稚園については、月額上限2.57万円まで無償化

●0歳から2歳までの子どもの保育料は、住民税非課税世帯を対象に無償化

※給食等の食材料費、通園送迎費、行事費など実費徴収している費用は無償化の対象外

●1号認定：保育料とは別に主食費・副食費を園が徴収 → 変更なし

●2号認定：保育料とは別に主食費を園が徴収（副食費は保育料の一部に含まれている）→ 主食費・副食費を園が徴収

●3号認定：保育料に主食費・副食費が含まれている → 変更なし

※1～2号認定の年収360万円未満相当の世帯の子ども及び全所得階層の第3子以降の子は、副食費を免除

※無償化が住民税非課税世帯に限定されるため、現行の取り扱いを継続する

※住民税非課税世帯は保育料が無償となるため、主食費・副食費も併せて無償になる

●認可外保育施設等：3歳～5歳で保育の必要性の認定を受けた場合、月額3.7万円までの利用料を無償化

●預かり保育：保育の必要性の認定を受けた場合、利用実態に応じて月額1.13万円までの範囲で無償化

0歳～2歳で保育の必要性があると認定された住民税非課税世帯は月額4.2万円までの利用料を無償化

※一時預かり事業、病児保育事業、ファミリーサポートセンター事業も対象

幼児教育・保育の無償化について



●事業概要
名切地区再整備に係る中央公園リニューアルに伴い、Park-PFI制度の活用による「遊びを通じて親子が学び・育つ場」としての機能

を持つ全天候型の屋内遊び場施設を整備し、管理運営を行うもの。

屋内遊び場設置事例創作体験などの事例 乳幼児エリアの事例

中央公園屋内遊び場整備について

コンセプト

『遊びを通じて親子が学び・育つ場』

●遊び体験を通じて子どもの発育・発達を促すような遊具を備えた屋内遊び場

●天候の影響を受けることがない屋内遊び場

●中心市街地に立地していることや図書館と隣接していること等から、周辺機能との

効果的な連携とともに子ども・子育てを通じ人々が集い、つながり合う場になる屋内

遊び場

機能

●幼児・小学生を対象に、親子で遊べる屋内型遊戯施設

（子育て情報発信コーナー含む）

規模

●600㎡

建設予定地

●中央公園スポーツ広場

（通称：名切グラウンド）

時 期 内 容

平成31年（2019年）1月 実施方針等の公表

平成31年（2019年）3月 関連議案の提案

平成31年（2019年）7月
公募要項等の公表

（公募開始）

平成31年（2019年）12月 優先交渉権者の決定・公表

平成32年（2020年）3月 関連議案の提案

平成32年（2020年）4月～
平成34年（2022年）3月

契約締結
設計・建設期間（約2年）

平成34年（2022年）4月 施設の供用開始

平成52年（2040年）3月 事業契約終了



情報発信媒体が多様化する中、子育て支援に関する情報ニーズも高まっており、官民連携の取り組みで互いの長所を活用しながら、より市民ニーズに即した情報発信を行うもの

● ホームページの内容・効果（イメージ）

佐世保市
まち・ひと・しごと
創生総合戦略

で掲げる
「子どもを産み育てる
希望をかなえるまちを
つくる」の実現へ

子ども未来部Facebookによる発信 【 行政・民間情報の発信 】
業務委託及び職員による発信 ⇒ 行政・民間の新着情報をタイムリーに発信、拡散

新させぼっ子
未来プランで掲げる
「子育てしやすい街・
させぼ」の実現へ

子育て世代の市民が知りたいことや、わからないことがあるのに、必要とする情報を探しにくく、得ることができない！

課 題

情報発信
見直し

佐世保市子ども・子育てポータルサイト
【 行政情報の発信 】
職員による情報発信

●内容
届出や申請等の手続きなどの行政

情報情を中心としたサイト

すくすくSASEBO（WEBサイト・かわら版）
【 民間情報の発信、プラットフォーム 】

業務委託

●内容
地域で行われているイベントや民間の活動等、親子で参加で

き、楽しめる内容を中心としたサイト（届出や申請等の手続き
以外の情報）
「かわら版」として、WEBの要約版を紙で発行（四半期ごと）

※ WEBサイトはＨ31.3開設

民間 行政

閲覧したい
ページにたどり着かない 満足度

低下の一因に

官民連携で

市民ニーズに届く

情報発信

子育てに係る
市民満足度の回復

【
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信
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(受託事業者) (子ども未来部)

情報が一元化
されてない

市のHPが
見づらい

（有）佐世保情報アカデミー

子ども・子育て支援専用ホームページ（すくすくSASEBO)の運営について



● ホームページのトップページ（すくすくSASEBO）

行政情報 遊び場情報

イベント情報

子育てすくすくレポート


